
算数科学習指導案第１学年１組

授業者 佐 藤 秀 樹
（1年 1組教室）

数の≪構成・操作≫ ものとひとのかず１ 単元名

２ 授業構成
（１）教師と教材

本単元は、学習指導要領「数と計算」領域のＡ( )加法と減法で、次のように位置づ2
けられている。
( )ア 加法及び減法が用いられる場合について知り、それらを式で表したりよんだ2

りすること。
、 、 、 。また 加法 減法に順序数が含まれる場合は 次の内容を学習するようになっている

本単元では、数図ブロックや絵図などを用いて問題場面にある数量関係をとらえなが
ら思考し、演算決定する活動が必要になる。そして、児童にとって順番を表す数が集合
数を求める問題場面として登場するのは初めてである。本時の学習では、数図ブロック
の操作をしたり絵図をかいたりする必要性がより感じられるような問題場面にするた
め 「重なり」含んだ場面にしている。その後、別の場合についても考えるようにし、、
問題場面を明らかにしようとする態度が単元を通して養えるようにしたい。

（２）子どもと教師
本校算数科では、問題解決学習を軸に学習を展開し、解決に至る過程を重視するよう

心がけている。１年生では、算数的活動の中で話をしながら数図ブロックを動かすなど
の操作活動を取り入れ、思考の過程を明らかにするようにしてきた。そして、ノートに
絵図をかいたり、言葉で説明を書いて示せるようになってきた。また、みんなに説明し
たり友達の説明を自分の考えと比較してとらえようとしたり、よりよい考え方を使おう
としたりする態度も見られるようになってきた。しかし、問題場面の数値について十分
とらえないまま答えが出たら満足するという児童もまだ多く見られる。そこで、問題場

。 、「 」面や解決に用いた絵図などをもとに確かめる活動を期待したい また もしも～なら
と、数値を変えても自分の考え方が有効かどうかを考えていけるような学びができるよ
うにしたい。式については、答えを求めるためという意識が強いので、動作化したり図
で示したりして、式についての意味づけをし 「よりよい式」に高めるという過程を味、
わえるようにする。

（３）子どもと教材
本校では、教材を「みつける 「つくる 「つかう」の３つの視点から捉え直し、授」 」

、 。業構成にあたっては それぞれの視点に即した算数的活動を位置づけることにしている
本時では、学習活動の「つくる」場面での活動に焦点をあてている。この場面における
算数的活動は 「推測をもとに推論を展開する活動 「操作、図、式などの新たな意味、 」、
づけをする活動 。そこで、本時では自力解決において、①問題場面を操作、絵図を手」
がかりにして、数量関係を明らかにしていく活動、②操作、絵図などを根拠に式化する
活動が意欲的にできるように次のような問題を設定した。

児童の反応としては、重なりに気づきにくく、問題に示された数値をそのまま使うこ
とが予想される。そのため、見つもる段階では、順序数による重なりの部分も含まれて
しまうため人数を正しくつかめないだろう。しかし、実際に操作をしたり、絵図などを
かく活動を通して 問題の構造に気づいていくことにこの問題のおもしろさがある あ、 。「
れ？」という不思議さから、探究する意欲を引き出せると考える。期待される算数的活
動の様相としては、Ａ数図ブロックを使うことや絵図を通して問題場面をとらえ、重な

、 、 「 」りに気づくこと Ｂ重なりに気づいて図を根拠に式化していくこと Ｃ重なりを －１
として順序数を用いた手際のよい式に表し、説明することが挙げられる。その支援とし

、 、 「 」 、ては 支援①として 各様相内で 重なり に着目した解決を促すような言葉かけをし
さらに支援②としてＣ→Ｂ、Ｂ→Ａのように活動の様相をより高める支援を行う。Ａに
ついては、集団での解決を見通せるようにする。これらの活動をもとに、集団での話し
合いでは、立式の根拠として見ていた図を式を意味づけるために活用し、より問題場面
に即した手際のよい式化を段階的に探っていく。自力解決の時の見方を全体の場で改め
て見直すことで、児童が新たな式の見方ができるようにする。課題としては、次の２点
を挙げる。①重なりを式に表すこと、②問題場面中の順序数を使った式に表すことであ
る。この課題を解決することを通して、今回の問題場面に即したより手際のよい式へと
高め、式化することのよさをも味わわせたい。

３ 単元目標
・図や数図ブロックを活用することを通して、ある数量を他の数量に置き換えて考
えることができる。

・図や数図ブロックを活用することを通して、前からの個数から順番を考えたり、
順序数をもとに個数を考えたりすることができる。

（全３時間）４ 指導計画
・ものにおきかえて
・なんばんめ・・・・ 本時）（
・いろいろなばめんで

こどもたちが１れつにならんでいます。 けんたくんは、まえから７人目です。
うしろからは、４人目です。こどもたちは、ぜんぶでなん人ですか。

・ある番号や順番から、さらに何番か後の番号や順番を求める場合
・ある順番から幾つか前の順番を求める場合や、二つの順番の違いを求める場合



５ 本時の学習について
（１） 本時のねらい

○問題場面を数図ブロックや絵、図などを用いて明らかにし、式についての意味づけ
をすることを通して、順序数を含んだ問題のよりよい式を考えることができる。

（数学的な見方･考え方）
○数図ブロックや絵図と式を結びつけて説明することができる。

表現・処理）（
（２） 期待される算数的活動の様相

Ａ：問題場面を絵図にして重なりに気づき、それを「－１」として順序数を用いた手
際のよい式に表し、説明する。

Ｂ：問題場面を操作、絵図などを用いて明らかにし、重なりに気をつけて式に表す。
また、説明を考える。

Ｃ：問題場面を操作、絵図などを用いて明らかにし、重なりに気づいて式に表す。

（３）本時の展開
□期待する算数的活動 □教師の支援 □教師の意図 □評価活 支 意 評

問題の提示

○□には、７と４が入ります。
・前から７人目で、後ろから４人目にけんたくんがいるんだね。

○何人になりそうですか。
・１１人。

○では、何人になるか考えよう。

こどもたちが１れつにならんでいます。
けんたくんは、まえから□人目です。

うしろからは、□人目です。
こどもたちは、ぜんぶでなん人ですか。

↑
けんたくん

自力解決Ｃ
□数図ブロックを使うことを活

通して問題場面を絵や図に表
して考える。

□□□□□□■
■□□□

□①数図ブロックを使って、支

問題文にあうように並べてみ
よう。
□少人数で一緒に数図ブロッ意

クをならべたり、実際に並ん
だりして順序数のとらえ方を
確認するとともに、重なりが
実際に出ることを明らかにす
る。

□②図をかいて式や言葉を加支

えよう。
□図を式や言葉にすることで意

つながりを見いださせる。

□問題場面を図などにして重評

なりを分かりやすく表すこと
ができる。

自力解決Ｂ
□問題場面を数図ブロック、絵活

や図を用いて人数をとらえる。
１２３４５６７→

・ ○○○○○○●○○○
３２１

けんたくんは前から７人目
後ろには 人いるから、3
７＋３＝１０

６
・ ○○○○○○●○○○

４３２１
、けんたくんの前に６人いて

けんたくんは後ろから４人
目だから、
６＋４＝１０

６ １ ３
↓

・ ○○○○○○●×××

けんたくんの前は、４人。
けんたくん、
けんたくんの後ろは、２人
だから、
６＋１＋３＝１０

□①けんたくんを分かりやすく支

して、式や言葉で説明しよう。
□言葉や式にさせることで、図意

とのつながりをよりはっきりさ
せる。
□②７人目、４人目という順番支

を表す数を使って式で表せない
かな。

□図を言葉や式で表し、自分の評

考えをまとめることができる。

自力解決Ａ
□重なりに気づいて絵や図で表活

し、式と結びつけながら考える。

７ ４

・ ○○○○○○●×××
↑
けんた

７＋４－１＝１０
けんたくんが、前からと
後ろからで重なっていて２回
数えているから、１ひく。

□①式を絵図や言葉で説明して支

みよう。

□②「－１」の意味を言葉で説支

明してみよう。

□式の意味を考えさせることに意

よって順序数と重なりについて
明らかにさせる。

□図と言葉、式との結びつきを評

説明することができる。



参考文献：鳥取大学附属小学校 平成１３年度「研究開発実施報告書」

集団による課題の検討
□どのように子どもの数を考えていったのか話し合う。活

○並んでいる子どもの人数は何人でしたか。
・１０人

○どんな式で表せましたか。説明もしてみましょう。
□子どもの言葉を拾い上げ、図に書き込んで支

とらえやすくする。

○重なりを見つけているけど、式には表れていませんね。
◎けんたくん（重なり）を式に表せませんか。
□２つの式に共通して、重なりをどちらかでひいていることが挙げられるが、意

より意識化できるように重なりを式に見える形へと高めていく。

○この式のどこが重なりを表しているでしょう。
並んだり図で表しながら示してみましょう。

、 。・けんたくんだけが重なっているから 「１」のところ

○けんたくん（重なり）が式に表されるようになりまし
たね。

◎さらに問題の７人目、４人目を使った式に表せませんか。
□より問題場面に即した手際のよい式という視点で①～④それぞれの式を見直せるようにする。意

○７人目、４人目が式に使われているのは分かるけど、
「－１」とは何でしょう。

・けんたくんが２人になってしまう。
・重なりがあったから、１つ減らしたんだ。

○「－１」は前からと後ろからの「重なり」なんですね。

○問題場面をよく表した式になったね。

□操作や絵図などと式を結びつけて考えることができる。評

③ ６＋１＋３＝１０

↑
けんたくん

けんたくんの前に６人。
けんたくん。
けんたくんの後ろは３人と考えている。

① ７＋３＝１０

１２３４５６７
○○○○○○●○○○

まえから７人目 うしろに３人
まえから７人目だから、
重なっているけんたくんを前に入れている

④ ７＋４－１＝１０

↑
けんたくんを２回数えてる
まえから７人目けんたくんは、

うしろから４人目
「－１」は、けんたくんを２回数えたの
（重なり）をひいたこと。

② ６＋４＝１０

１２３４５６
○○○○○○●○○○

４３２１
まえに６人 うしろから４人目
うしろから４人目だから、
重なっているけんたくんをうしろに入れている

評価問題
○話の中の数字を使える式（④）で他の問題もしてみよう。

・８＋６－１＝１３

こたえ 人13

こどもたちが１れつにならんでいます。
さくらさんは、まえから８人目です。

うしろからは、６人目です。
さくらさんのれつは、ぜんぶでなん人ですか。



『新・算数授業講座①第１学年／授業の展開』 東洋館出版


